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論文内容の要旨
本論文は、鋼2主桁とRC橋脚とを剛結した複合ラーメン橋における上部構造と下部構造との接合部との
接合部、すなわち岡IJ結部に対して合理的で経済的な新しい構造を提案し、その力竿的挙動の解明、および、
その設計法の提案を行ったものである。
第 l章では、鋼とコンクリートからなる複合構造橋梁の府史や複合ラーメン橋の施工事例を紹介すると
ともに、研究の目的・位置付けを明確にし、本論文の概要をまとめた。
第2章では、剛結部でずれ止めとして用いる孔あき鋼板の引抜き実験について詳述した。ずれ止めとし
ての孔あき鋼板には、付着せん断力が孔あき鋼板の表面内のあらゆる方向から作用する。そして、孔あき
鋼板は、その孔内に充填されたコンクリートと孔縁との問に支圧応力が発生し、鋼板と充墳コンクリート
との聞の力の伝達が可能となる構造のずれ止めである。したがって、支圧応力作用面にブリーディング
(練混ぜ水の一部が上方に集まってくる現象)による空隙が生じる場合やレイタンス(表面に浮き出て沈殿
した物質〉が付着している場合、岡IJ結部の挙動に何らかの影響が発生する。そこで、このような条件下に
おリる孔あき鋼板の付着せん断強度特性について検討するため、コンクリートの打設方向に着目した引抜
き実験を行った。そして、その実験結果から、同1)結部における孔あき鋼板の終局付着せん断強度の評価式
を提案した。
第 3 章では、鋼 2 主~j とRC橋脚との一部を取り付けた剛結部の縮小模型実験の結果を考察した。極合ラー
メン橋の試設計を行い主桁およびRC橋脚の断面を決定し、載荷装置の制約条件から 1/7の縮尺模型を製
作した。これらの模型載荷実験および有限要素法を用いた弾性解析から、まず弾性範囲内における剛結部
の応力性状を調べた。つぎに、終局状態における耐荷カ特性および破壊性状を調べるため、強地震動を想
定した交番繰返し載荷実験を行ない、その結果について考察した。さらに、これらの実験および解析から
得られた終日強度特性を総合し、対象としている複合ラーメン橋間IJ結部の終局強度評価式を提案した。
第4章では、第2章および第3章で得られた孔あき鋼板および関Ij結部の力学的特性を総合し、鏑 2主桁
とRC橋脚とからなる複合ラーメン橋における剛結部の具体的な設計法の提案を行った。その設計指針案に
おいては、開結部付近の主桁や橋脚上横桁に作用する断而力の計算方法、 RC橋脚における配筋方法と断面
力の計算方法、ずれ止めの配置方法などについて詳述した。
第5章では、第4章で提案した剛結部の設計法を用いて実際に建設された複合ラーメン橋の施工時に行
われた剛結部の応力測定結果から、問。精部に適用した設計上の種々の仮定を検証するとともに設計指針案
の安全性についても論じたc
第6章では、本研究で得られた主要な結果をまとめた。
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論文審査の結果の要旨
最近、合理化と経済性とを目指して、種々の新しい構造形式の橋梁が開発容れている。その一つに、
RC (鉄筋コンクリート)構造と鋼構造とで構成される複合橋梁がある。このような複合橋梁の建設に際し
ては、 RC橋梁および鋼橋の建設に必要な技術以外に、 RC'鋼構造の連結部の設計、製作、および架設が、
重要な検討項固として、新たに追加される。
本論文では、主桁本数が従来の1""'5本から2本に低減された剣2主桁橋とそれを支持するRC橋脚とを
剛結・一体化した複合ラーメン橋の剛結部に着目した新しい構造を提案している。この岡1]結部では、コン
クリートと鋼板との接合由.のすべりを防止することが重要であり、しかも施工性の良好な構造が要求され
る。これらの点を考癒して、この研究で提案している剛結部では、すべり防止のために、多数の孔を角・す
る鋼板(子しあき鋼板〉を用いている。
本論文では、対象とする剛結部の耐荷力評価法を確立するために、まず、孔あき鋼板をコンクリートに
埋め込んだ供試体の引抜き実験を行い、孔あき鋼板の終局付着せん断強度の推定式を提案している。
次に、鋼2主桁とRC橋脚との一部を有する剛結部の縮小模型実験を行い、模型の弾性状態における挙動、
および有限要素法による弾性解析結果から、弾性範囲内における岡IJ結部の剛性と応力性状とを調べている。
また、同じ実験供試体を用いて、強地震動を想定した交番繰返しj載街実験を行い、終局状態における耐術
力特性および崩壊性状を調べている。これらの実験結果により、対象とする剛結部の終局強度評価式を提
案している。
さらに、以上の研究成東を用いて、対象とする複合ラーメン橋の剛結部の設計法を提案している。
最後に、提案している岡IJ結部構造が採用されて実際に建設された複合ラーメン橋の施工時に行われた剛
結部の応力測定実験から、提案している複合ラーメン橋間1]結部の設計ー法の妥当性を示している。
以.トのように、本論文では、剛2主桁橋とそれを支持するHC橋脚とからなる複合ラーメン橋の合理化し
た剛結部の設計法に関して有用な知見を得ている。それらの研究成果は、橋梁工学をはじめとし、構造L
学の発農に寄与するところが大きいと考えられる。したがって、本論文の著者は、博士(工学)の学位を
受ける資格を有するものと認める。
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